
     

 
 
 
 

蒜
高
ト
ピ
ッ
ク
ス

四
月
下
旬
〜
五
月
） 

（

 
 
 

四
月
二
十
八
日 
退
任
式 

四
月
下
旬
退
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
一
ヶ
月
ぶ
り
に
転
退
任
さ
れ
た
先
生
方
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、

懐
か
し
さ
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
お
一
人
お
一
人
か
ら
在
校
生
へ
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
在
校
生
も
普

段
以
上
に
各
先
生
の
一
言
一
言
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

村
松
先
生
…
何
事
も
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
何
事
も
長
年
積
み
重
ね
れ 

ば
、
必
ず
で
き
る
よ
う
に
な
る
。 

 

亀
山
先
生
…
た
く
さ
ん
泣
き
笑
っ
た
四
年
間
だ
っ
た
。
み
ん
な
も
自
分
に
負
け
な
い 

よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。 

 

三
浦
先
生
…
蒜
山
高
校
を
よ
く
す
る
の
も
悪
く
す
る
の
も
み
ん
な
自
身
。
自

の
で 

分

 

き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
て
蒜
高
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。 

 

松
岡
先
生
…
情
報
が
溢
れ
て
い
る
が
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
世
の
中
の
動
き
に 

精
通
し
、
自
分
の
頭
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

 

横
山
先
生
…
学
校
に
通
う
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
は
行
く
前
か
ら
わ
か
ら
な
い
。
自 

分
で
価
値
あ
る
も
の
に
す
る
よ
う
高
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。 

 

…
み
ん
な
か
ら
元
気
づ
け
ら
れ
た
一
年
だ
っ
た
。
苦
手
な
授
業
も
面
倒
く 

奥
田
先
生

 
 
 
 
 
 

さ
が
ら
な
い
で
、
自
分
で
頑
張
れ
る
術
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。 

長
鉾
先
生
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で

い
の
で
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。 

い

 
 
 

五
月
八
・
九
日 

美
作
総
体
開
催
！ 

 

ま
た
、
生
徒
会
執
行
部
は
応
援
と
し
て
、
報
道
部
、
写
真
同
好
会
は
競
技
の
写
真
撮
影
と
し
て
参
加
。 

 

津
山
地
区
の
高
校
・
競
技
場
を
中
心
に
、
第
五
一
回
美
作
地
区
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

み
ん
な
に
若
い
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
。
み
ん
な
も
自
分
な
り
の
努
力
で 

[

参
加
種
目] 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
八
日
以
前
に
実
施
済
み
）、
卓
球
部
（
男
女
）
、 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
女
）、
軟
式
野
球
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
ス
キ
ー
部 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
は
開
会
式
で
の
入
場
行
進
演
奏
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。 

      

蒜
高
タ
イ
ム
ズ 

蒜
山
高
校
学
校
新
聞 

第 2号 

毎月 25 日発行

H16. 5. 24 

蒜山高校 

広報係 

美作総体の様子 

上から開会式，卓球部， 

野球部，テニス部 

活躍の様子 

（報道部，生徒会執行部 

写真同好会写す） 

       
 
 

五
月
一
四
日 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
開
催 

  

一
七
時
三
〇
分
か
ら
の
開
催
で
し
た
。
ご
多
忙
の
中
、
会
長
、
副
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
方
を
中
心
に
二
十
二
名

が
出
席
さ
れ
、
本
校
の
教
育
活
動
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

[

試
合
結
果] 

                           

 

５/25～５/28   １学期中間考査 

*今年度最初の試験です。ご家庭でも

ご指導よろしくおねがいします。 

６/５・６ 岡山県高校総体 

６/９         校内球技大会 

６/10～６/16  家庭訪問 

*訪問時間が短いので、ご質問などあり

ましたら事前にご用意ください。 

５月下旬～６月の予定 

お願い 

よりよい紙面作りを行いたいと思って

おります。新聞に掲載したらいいと思われ

る内容、また新聞を読まれての感想などご

ざいましたら、どんどんお寄せ下さい。 

蒜山高校 Tel 66 – 2016（担当 杉本） 
e-mail : hiruzen07@pref.okayama.jp 

会
議
の
冒
頭
、
美
甘
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
が
、「
生
徒
数
が
減
少

し
高
校
の
存
続
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
蒜
山
高
校
の
状
態
は

前
進
し
て
い
る
よ
う
だ
。
地

元
生
徒
が
蒜
山
高
校
へ
の
進

学
を
希
望
す
る
よ
う
な
学
校

づ
く
り
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
し
て

い
こ
う
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま

し
た
。 

総
会
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
の
支
出
・
予
算
に
つ

い
て
、
参
加
者
か
ら
活
発
な
質
疑
が
な
さ
れ
ま

し
た
。 

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
、
本
校
の
部
活
動
の

あ
り
か
た
、
自
動
車
免
許
の
取
得
に
つ
い
て
、

生
徒
の
服
装
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
立
場
か
ら

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の

本
校
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

最
後
に
長
綱
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
が
「
活
発
で
よ

り
よ
い
蒜
山
高
校
を
み
ん
な
で
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
」
と
述
べ
ら
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。 

・バレー部（第５位） 

蒜 山 ０－２ 津山東 

蒜 山 ２－０ 林 野 

・バスケットボール部

蒜 山 54－74 津山商 

・テニス部（男子）

蒜 山 ０－３ 高 専 

・テニス部（女子）

蒜 山 １－２ 美 作 

・バドミントン部

ダブルス ベスト１６ 

（長綱・実原ペア） 

蒜 山 １－２ 美 作 

・卓球部（男子）

蒜 山 ２－３ 津山工 

・卓球部（女子）（優勝）

蒜 山 ３－０ 勝 山 

蒜 山 ３－２ 美 作 

蒜 山 ３－０ 津 山 

・軟式野球部

蒜 山 ０－５ 落 合 

・スキー部

スキー女子の部総合１位 

女子クロスカントリー１位 

（黒田明日香） 


